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研究成果の概要（和文）：上顎義歯の大連結子の走行（前パラタルバー，中パラタルバー，

後パラタルバー，前後パラタルバー，ホースシューバー，斜方向バー）が発音機能に及ぼ

す影響について分析検討し，中パラタルバー装着時は未装着時と比較してどの被験音につ

いても子音部の適正ラベルの認識率に有意な差が認められなかったが，斜走行バー装着時

は，中パラタルバーと比較して認識率は低く，データのばらつきが大きい傾向を示した。 
 
研究成果の概要（英文）：We evaluated the influence of the major connectors on phonetic 
function with six test sounds using a speech recognition system. The results of the 
intelligibility suggest that using the middle type of the major connector on dentures has the 
least impact on phonetic function. In addition, the speech recognition system can be used to evaluate 

phonetic function objectively and immediately at the chair-side. It can thus be used to adjust dentures for 

patients as well as for patients with cleft lip or palate or those with hearing-impairments or speech 

disturbances. 
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１．研究開始当初の背景 
発音はコミュニケーションを図る上で必

要不可欠な口腔機能である。歯牙の欠損によ
る発音障害は顕著であるが、欠損補綴治療に
よって発音機能は劇的に改善される．一方，
義歯装着により顎堤や残存歯は被覆され，口
腔内の形状は変化して共鳴腔が狭まり，また
子音発音時の舌の接触様式が変わるため発
音障害が生じる場合も少なくない。また，人
工歯の排列位置，被蓋関係，義歯床の形態，
咬合高径，口蓋の深さ，義歯の維持・安定性
など，補綴物の形態が不適切であると正常な
調音が妨げられ，発音障害が引き起こされる
ことがある。発音の評価について、従来の評
価法の多くは専用の検査室で特殊な機器及
び複数の評価者を導入して行うため、時間と
労力をともない、診療現場で即座に判定結果
を患者に呈示することが困難であった。その
ため、術者の聴覚や患者の主観による主観的
判断で補綴処置の効果の判定を行っている
のが現状であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は，補綴治療症例に対して，術前の

発音機能を簡便かつ的確に診査して有効な
治療法を貢献するとともに，補綴治療後の効
果を評価し，チェア－サイドでも可能な客観
的診断・評価法の確立を目指すものである。
義歯装着に伴う摩擦・破擦・破裂音の認識の
違いについて評価し，義歯の形態の違いが発
音機能に与える影響を明らかにすることが
本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
人工歯の排列位置，被蓋関係，義歯床の形

態，咬合高径，口蓋の深さ，義歯の維持・安
定性など発音機能に影響を与える因子は
様々であるが、すでに現在までに前歯部被蓋
の違い、口蓋形態の違いが発音機能へ及ぼす
影響については明らかになっている。そのた
め，発音機能評価システムの改善を目的とし、
健常者にて測定を行い，健常者の発音機能の
分析・評価を行った。その後，健常者の測定，
分析に加えて，義歯装着者にて評価を行い，
義歯の形態の違いが発音機能に与える影響
について分析検討した。 
 
(1) 発音障害の生じやすい複数の音節を健
常歯列者で分析し，義歯装着者と比較して発
音機能評価の被験音，被験語が適切か，健常

歯列者の数値を評価基準として使用できる
かについて検討した。 
被験語は義歯装着時に発音の影響を受けや
すい摩擦音，破擦音，破裂音で，後続母音が
舌位の高い[イ]となる[シ] ，[チ]， [キ]音
を含む"石川[i/Shi/kawa]"，"イチロー 
[i/chi/ro] "，"沖縄[o/ki/nawa]"を選択し
[シ] ，[チ]， [キ]の子音部を分析した。 
 
(2) 上顎義歯の大連結子の走行（前パラタル
バー，中パラタルバー，後パラタルバー，前
後パラタルバー，ホースシューバー，斜方向
バーの 6 種類）が発音機能に及ぼす影響につ
いて分析検討した。被験音は上顎義歯の連結
装置の走行する歯頸部から口蓋部に調音点
をもつ 6 種類の子音（[シ] ，[ヒ]， [チ]，
[キ] ，[リ]， [ニ]）とし，被験語は被験音
を第 2音節に有する 4～5音節からなる名詞
を選択し，被験音の子音部を分析した． 
 
(3) 下顎義歯の大連結子の形態（リンガルバ
ータイプ，リンガルプレートタイプ，バイト
アップタイプの 3種類）が発音機能に及ぼす
影響について分析検討した。被験語は後続母
音[イ,ウ,エ,オ] の被験音(子音)を第2音節
に含む 11語を選択とし，被験音の子音部を
分析した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 発音障害の生じやすい複数の音節を健
常歯列者で分析し，義歯装着者と比較して
発音機能評価の被験音，被験語が適切か，
健常歯列者の数値を評価基準として使用で
きるかについて検討し，[チ]については被
験語の選定等再検討を要するが，[シ]，[キ]
については本システムにて健常歯列者デー
タを基準値に設定し，義歯装着者の発音機能
を評価することの有用性が示唆された。 
 
(2) 上顎義歯の大連結子の走行が発音機能
に及ぼす影響について分析検討し，中パラタ
ルバー装着時は未装着時と比較してどの被
験音についても子音部の適正ラベルの認識
率に有意な差が認められなかったが，斜走行
バー装着時は，中パラタルバーと比較して認
識率は低く，データのばらつきが大きい傾向
を示した。 
 
(3) 下顎義歯の大連結子の形態が発音機能



に及ぼす影響について分析検討し，後続母音
[イ]の６被験語による上下顎の比較では，上
顎が全被験語で装置(前パラタルバー)装着
により有意に認識率が低下したのに対し，下
顎ではバイトアップで[シ,ヒ,チ,リ]を含む
４被験語で有意に低下した。後続母音[ウ,エ,
オ]では各被験語ともバイトアップで認識率
が有意に低下した。特に[ト]は３装置全てで
未装着より有意に低下した。一方リンガルプ
レートは他の装置より，後続母音[エ,オ]に
おいて認識率が高い傾向を示した。 
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